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○消防組織法（昭和二十二年十二月二十三日法律第二百二十六号）（抄）

第四章 市町村の消防の広域化  

（市町村の消防の広域化）  

第三十一条  市町村の消防の広域化（二以上の市町村が消防事務（消防団の

事務を除く。以下この条において同じ。）を共同して処理することとすること又

は市町村が他の市町村に消防事務を委託することをいう。以下この章において

同じ。）は、消防の体制の整備及び確立を図ることを旨として、行われなければ

ならない。  

（基本指針）  

第三十二条  消防庁長官は、自主的な市町村の消防の広域化を推進するとと

もに市町村の消防の広域化が行われた後の消防（以下「広域化後の消防」とい

う。）の円滑な運営を確保するための基本的な指針（次項及び次条第一項におい

て「基本指針」という。）を定めるものとする。  

２ 基本指針においては、次に掲げる事項について定めるものとする。  

一 自主的な市町村の消防の広域化の推進に関する基本的な事項  

二 自主的な市町村の消防の広域化を推進する期間  

三 次条第二項第三号及び第四号に掲げる事項に関する基準  

四 広域化後の消防の円滑な運営の確保に関する基本的な事項  

五 市町村の防災に係る関係機関相互間の連携の確保に関する事項  

（推進計画及び都道府県知事の関与等）  

第三十三条  都道府県は、基本指針に基づき、当該都道府県の区域内におい

て自主的な市町村の消防の広域化を推進する必要があると認める場合には、そ

の市町村を対象として、当該都道府県における自主的な市町村の消防の広域化

の推進及び広域化後の消防の円滑な運営の確保に関する計画（以下この条にお

いて「推進計画」という。）を定めるよう努めなければならない。  

２  推進計画においては、おおむね次に掲げる事項について定めるものとす

る。  

一 自主的な市町村の消防の広域化の推進に関する基本的な事項  

二 市町村の消防の現況及び将来の見通し  

三 前号の現況及び将来の見通しを勘案して、推進する必要があると認める

自主的な市町村の消防の広域化の対象となる市町村（以下「広域化対象市町村」

という。）の組合せ  

四  前号の組合せに基づく自主的な市町村の消防の広域化を推進するため

67



に必要な措置に関する事項  

五 広域化後の消防の円滑な運営の確保に関する基本的な事項  

六 市町村の防災に係る関係機関相互間の連携の確保に関する事項  

３ 都道府県は、推進計画を定め、又はこれを変更しようとするときは、あ

らかじめ、関係市町村の意見を聴かなければならない。  

４  都道府県知事は、広域化対象市町村の全部又は一部から求めがあつたと

きは、市町村相互間における必要な調整を行うものとする。  

５  都道府県知事は、市町村に対し、自主的な市町村の消防の広域化を推進

するため、この法律に定めるもののほか、情報の提供その他の必要な援助を行

うものとする。  

（広域消防運営計画）  

第三十四条  広域化対象市町村は、市町村の消防の広域化を行おうとすると

きは、その協議により、広域化後の消防の円滑な運営を確保するための計画（以

下この条及び次条第二項において「広域消防運営計画」という。）を作成するも

のとする。  

２  広域消防運営計画においては、おおむね次に掲げる事項について定める

ものとする。  

一 広域化後の消防の円滑な運営を確保するための基本方針  

二 消防本部の位置及び名称  

三 市町村の防災に係る関係機関相互間の連携の確保に関する事項  

３ 広域化対象市町村が、広域消防運営計画を作成するため、地方自治法 

（昭和二十二年法律第六十七号）第二百五十二条の二第一項 の規定により協議

会を設ける場合にあつては、当該協議会には、同法第二百五十二条の三第二項 

の規定にかかわらず、規約の定めるところにより、関係市町村の議会の議員又

は学識経験を有する者を当該協議会の会長又は委員として加えることができる。  

（国の援助等）  

第三十五条  国は、都道府県及び市町村に対し、自主的な市町村の消防の広

域化を推進するため、この法律に定めるもののほか、情報の提供その他の必要

な援助を行うものとする。  

２  広域化対象市町村が第三十三条第二項第三号の組合せに基づき市町村

の消防の広域化を行つた場合において、当該広域化対象市町村が広域消防運営

計画を達成するために行う事業に要する経費に充てるために起こす地方債につ

いては、法令の範囲内において、資金事情及び当該広域化対象市町村の財政状

況が許す限り、特別の配慮をするものとする。  
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○
消
防
庁
告
示
第
三
十
三
号

消
防
組
織
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
第
三

十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
市
町
村
の
消
防
の
広
域
化
に

関
す
る
基
本
指
針
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
八
年
七
月
十
二
日

消
防
庁
長
官

板
倉

敏
和

（
最
終
改
正

平
成
二
十
六
年
五
月
十
六
日
）

市
町
村
の
消
防
の
広
域
化
に
関
す
る
基
本
指
針

一

自
主
的
な
市
町
村
の
消
防
の
広
域
化
の
推
進
に
関

す
る
基
本
的
な
事
項

１

市
町
村
の
消
防
の
広
域
化
の
必
要
性

消
防
は
、
災
害
や
事
故
の
多
様
化
及
び
大
規
模
化
、
都
市

構
造
の
複
雑
化
、
住
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
等
の
消
防
を
取
り

巻
く
環
境
の
変
化
に
的
確
に
対
応
し
、
今
後
と
も
住
民
の
生

命
、
身
体
及
び
財
産
を
守
る
責
務
を
全
う
す
る
必
要
が
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
小
規
模
な
消
防
本
部
に
お
い
て
は
、
出

動
体
制
、
保
有
す
る
消
防
車
両
、
専
門
要
員
の
確
保
等
に
限

界
が
あ
る
こ
と
や
、
組
織
管
理
や
財
政
運
営
面
で
の
厳
し
さ

が
指
摘
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
な
ど
、
消
防
の
体
制
と
し
て
は

必
ず
し
も
十
分
で
な
い
場
合
が
あ
る
。

こ
れ
を
克
服
す
る
た
め
に
は
、
市
町
村
の
消
防
の
広
域
化

に
よ
り
、
行
財
政
上
の
様
々
な
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
実
現

す
る
こ
と
が
極
め
て
有
効
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
広
域
化

に
よ
っ
て
、

①

災
害
発
生
時
に
お
け
る
初
動
体
制
の
強
化

②

統
一
的
な
指
揮
の
下
で
の
効
果
的
な
部
隊
運
用

③

本
部
機
能
統
合
等
の
効
率
化
に
よ
る
現
場
活
動
要
員

の
増
強

④

救
急
業
務
や
予
防
業
務
の
高
度
化
及
び
専
門
化

⑤

財
政
規
模
の
拡
大
に
伴
う
高
度
な
資
機
材
の
計
画
的

な
整
備

⑥

消
防
署
所
の
配
置
や
管
轄
区
域
の
適
正
化
に
よ
る
現

場
到
着
時
間
の
短
縮

等
、
消
防
力
の
強
化
に
よ
る
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
消
防

に
関
す
る
行
財
政
運
営
の
効
率
化
と
基
盤
の
強
化
が
期
待
さ

れ
る
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
平
成
六
年
以
降
、
自
主
的
な
市
町

村
の
消
防
の
広
域
化
が
推
進
さ
れ
て
き
た
。
全
国
の
消
防
本

部
の
数
は
、
最
も
多
か
っ
た
平
成
三
年
十
月
の
九
百
三
十
六

本
部
か
ら
、
平
成
十
八
年
四
月
に
は
八
百
十
一
本
部
に
ま
で

減
少
し
て
い
る
が
、
広
域
化
と
並
行
し
て
進
め
ら
れ
た
市
町

村
合
併
の
状
況
と
比
較
す
る
と
、
広
域
化
が
十
分
進
ん
だ
と

は
言
い
難
い
状
況
に
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
平
成
十
八
年
に
お

い
て
は
、
都
道
府
県
の
役
割
の
明
確
化
と
、
市
町
村
に
お
け

る
十
分
な
議
論
を
確
保
す
る
た
め
の
関
係
者
の
議
論
の
枠
組

み
の
創
設
と
併
せ
、
災
害
の
大
規
模
化
・
多
様
化
等
の
環
境

の
変
化
に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
に
広
域
化
の
目
標
と
な
る

消
防
本
部
の
規
模
を
引
き
上
げ
る
こ
と
等
を
内
容
と
し
て
、

広
域
化
を
更
に
推
進
す
る
た
め
の
消
防
組
織
法
の
改
正
及
び

こ
れ
に
基
づ
く
本
指
針
の
策
定
を
行
っ
た
。

以
来
、
改
正
後
の
消
防
組
織
法
に
基
づ
き
各
都
道
府
県
に

お
い
て
定
め
ら
れ
た
推
進
計
画
に
基
づ
く
取
組
が
進
め
ら
れ

て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
本
指
針
が
策
定
さ
れ
た
当
初
の

広
域
化
の
実
現
の
期
限
と
し
て
い
た
平
成
二
十
四
年
度
末
に

は
平
成
十
八
年
四
月
か
ら
更
に
二
十
七
本
部
が
減
少
し
、
消

防
本
部
数
は
七
百
八
十
四
本
部
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

広
域
化
を
行
っ
た
消
防
本
部
に
お
い
て
は
、
人
員
配
備
の
効

率
化
と
充
実
、
消
防
体
制
の
基
盤
の
強
化
を
通
じ
た
住
民
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
等
の
成
果
が
現
れ
て
お
り
、
広
域
化
に
伴
う

現
象
と
し
て
一
部
の
地
方
公
共
団
体
が
懸
念
す
る
、
消
防
署

所
の
配
置
替
え
に
よ
る
一
部
地
域
で
の
消
防
力
低
下
や
消
防

本
部
と
市
町
村
と
の
関
係
の
希
薄
化
と
い
っ
た
事
実
は
認
め

ら
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
広
域
化
し
た
消
防
本
部
に
お
い
て
は
、
広

域
化
の
意
図
す
る
成
果
が
現
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
全
体
的

に
は
、
管
轄
人
口
十
万
未
満
の
小
規
模
な
消
防
本
部
（
以
下

「
小
規
模
消
防
本
部
」
と
い
う
。
）
が
全
消
防
本
部
数
の
約

六
割
を
占
め
る
な
ど
、
広
域
化
の
進
捗
は
ま
だ
十
分
と
は
い

え
ず
、
小
規
模
消
防
本
部
が
抱
え
る
前
記
の
課
題
が
依
然
と

し
て
克
服
さ
れ
て
い
な
い
。

一
方
で
、
日
本
の
総
人
口
は
、
平
成
十
七
年
に
戦
後
初
め

て
減
少
に
転
じ
、
こ
れ
ま
で
の
長
期
的
な
少
子
化
の
傾
向
が

今
後
も
続
く
場
合
は
、
将
来
人
口
が
減
少
す
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
一
般
的
に
現
在
の
各
消
防
本
部

の
管
轄
人
口
も
減
少
し
、
消
防
本
部
の
小
規
模
化
が
よ
り
進

む
と
同
時
に
、
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
を
通
じ
た
財
政
面
の

制
約
も
よ
り
厳
し
く
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
消

防
本
部
と
と
も
に
地
域
の
消
防
を
担
っ
て
い
る
消
防
団
員
の

担
い
手
不
足
の
問
題
も
更
に
懸
念
さ
れ
る
状
況
に
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
人
口
動
態
等
に
よ
る
影
響
は
消
防
本
部
の
規
模
が

小
さ
い
ほ
ど
深
刻
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
加
え
て
、
近
年
の

東
日
本
大
震
災
で
の
教
訓
や
類
例
を
見
な
い
大
規
模
災
害
等

の
発
生
、
ま
た
、
今
後
の
災
害
リ
ス
ク
の
高
ま
り
も
指
摘
さ

れ
る
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、
国
、
都
道
府
県
及
び
市
町
村
が

一
体
と
な
っ
た
広
域
化
の
推
進
に
よ
る
小
規
模
消
防
本
部
の

体
制
強
化
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

２

消
防
組
織
法
に
お
け
る
市
町
村
の
消
防
の
広
域
化
の
基
本

的
な
考
え
方

消
防
組
織
法
で
は
市
町
村
の
消
防
の
広
域
化
に
関
し
、
次

の
事
項
に
つ
い
て
定
め
て
い
る
。

①

市
町
村
の
消
防
の
広
域
化
の
理
念
及
び
定
義

②

消
防
庁
長
官
に
よ
る
基
本
指
針
の
策
定

③

都
道
府
県
に
よ
る
推
進
計
画
の
策
定
及
び
都
道
府
県

知
事
の
関
与
等

④

広
域
化
対
象
市
町
村
に
よ
る
広
域
消
防
運
営
計
画
の

作
成

⑤

国
の
援
助
及
び
地
方
債
の
特
別
の
配
慮

こ
の
市
町
村
の
消
防
の
広
域
化
は
、
消
防
の
体
制
の
整
備

及
び
確
立
を
図
る
こ
と
を
旨
と
し
て
、
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
広
域
化
に
よ
っ
て
消
防
本
部
の

対
応
力
が
低
下
す
る
よ
う
な
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

ま
た
、
市
町
村
の
消
防
の
広
域
化
と
は
、
二
以
上
の
市
町

村
が
消
防
事
務
（
消
防
団
の
事
務
を
除
く
。
）
を
共
同
し
て

処
理
す
る
こ
と
と
す
る
こ
と
又
は
市
町
村
が
他
の
市
町
村
に

消
防
事
務
を
委
託
す
る
こ
と
を
い
う
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
広
域
化
の
対
象
は
、
い
わ
ゆ
る
常
備
消
防
で

あ
り
、
消
防
団
は
そ
の
対
象
で
は
な
い
。

加
え
て
、
広
域
化
に
つ
い
て
は
、
一
部
事
務
組
合
等
の
共

同
処
理
又
は
事
務
委
託
の
方
式
に
よ
り
行
わ
れ
る
こ
と
と
な

る
が
、
関
係
市
町
村
間
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
方
式
の
利
点

及
び
問
題
点
を
十
分
に
比
較
考
量
の
上
、
そ
の
地
域
に
最
も

適
し
た
方
式
を
選
択
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

３

平
成
二
十
五
年
度
以
降
の
市
町
村
の
消
防
の
広
域
化
の
推

進
の
方
向
性

平
成
十
八
年
の
消
防
組
織
法
の
改
正
後
、
平
成
二
十
四
年

度
末
に
至
る
ま
で
の
広
域
化
の
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、
広
域

化
の
進
捗
状
況
は
地
域
の
実
情
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
面
が

あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
今
後
、
広
域

化
を
推
進
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
広
域
化
対
象
市
町
村
の
組

合
せ
を
定
め
る
場
合
は
、
広
域
化
の
規
模
に
関
す
る
目
標
を

引
き
続
き
考
慮
す
る
と
同
時
に
地
域
の
事
情
も
十
分
勘
案
す

る
こ
と
と
す
る
。
あ
わ
せ
て
、
広
域
化
に
関
す
る
取
組
を
行

う
対
象
地
域
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
け
る
広
域
化
の
必

要
性
や
広
域
化
へ
の
期
待
等
を
踏
ま
え
て
重
点
化
す
る
枠
組

み
を
設
け
た
上
で
、
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
た
き
め
細
か
い

取
組
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

そ
の
際
、
地
域
の
実
情
を
熟
知
し
た
広
域
的
な
地
方
公
共

団
体
で
あ
る
都
道
府
県
の
役
割
が
特
に
重
要
で
あ
る
。
平
成

二
十
年
及
び
平
成
二
十
一
年
の
消
防
組
織
法
の
改
正
に
よ

り
、
緊
急
消
防
援
助
隊
に
関
す
る
事
務
と
傷
病
者
の
搬
送
及

び
受
入
れ
の
実
施
基
準
に
関
す
る
事
務
が
都
道
府
県
の
事
務

に
追
加
さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
消
防
の
分

野
に
お
け
る
都
道
府
県
の
役
割
の
重
要
性
は
高
ま
っ
て
い

る
。
広
域
化
に
つ
い
て
も
、
本
指
針
一
、
１
で
示
さ
れ
た
現
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下
の
消
防
を
取
り
巻
く
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、
国
の
取
組
と

あ
わ
せ
、
都
道
府
県
に
は
、
関
係
市
町
村
間
の
必
要
な
調
整
、

情
報
の
提
供
そ
の
他
の
必
要
な
支
援
を
行
う
役
割
を
果
た
す

こ
と
が
更
に
期
待
さ
れ
る
。
と
り
わ
け
、
関
係
市
町
村
間
の

連
絡
調
整
は
も
と
よ
り
、
広
域
化
に
係
る
市
町
村
の
財
政
負

担
又
は
事
務
負
担
に
対
す
る
支
援
等
に
つ
い
て
、
よ
り
積
極

的
に
そ
の
役
割
を
果
た
し
、
自
主
的
な
市
町
村
の
消
防
の
広

域
化
の
推
進
に
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

４

国
に
お
け
る
自
主
的
な
市
町
村
の
消
防
の
広
域
化
を
推
進

す
る
た
め
の
施
策

本
指
針
一
、
３
を
踏
ま
え
、
国
は
、
自
主
的
な
市
町
村
の

消
防
の
広
域
化
を
推
進
す
る
た
め
、
次
の
よ
う
な
施
策
を
講

ず
る
。消

防
広
域
化
推
進
本
部
の
設
置

(１)

消
防
庁
に
、
都
道
府
県
及
び
市
町
村
に
お
け
る
広
域
化

の
取
組
を
支
援
す
る
た
め
の
消
防
広
域
化
推
進
本
部
を
設

置
す
る
。

広
報
及
び
普
及
啓
発

(２)

市
町
村
の
消
防
の
広
域
化
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
消

防
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
受
け
る
国
民
、
広
域
化
に
直
接
取

り
組
む
市
町
村
及
び
指
導
助
言
や
連
絡
調
整
等
を
市
町
村

に
対
し
て
行
う
都
道
府
県
が
広
域
化
の
必
要
性
、
メ
リ
ッ

ト
や
全
国
的
な
状
況
等
に
つ
い
て
、
十
分
に
理
解
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
捉
え
、

ま
た
、
適
当
な
広
報
媒
体
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
広

域
化
に
関
す
る
広
報
及
び
普
及
啓
発
を
行
う
。

都
道
府
県
及
び
市
町
村
に
対
す
る
情
報
提
供

(３)

広
域
化
の
推
進
に
関
す
る
制
度
、
広
域
化
を
行
っ
た
先

進
事
例
、
実
際
に
広
域
化
を
行
う
際
の
留
意
事
項
等
に
つ

い
て
、
都
道
府
県
及
び
市
町
村
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
情
報

提
供
を
行
い
、
関
係
者
に
お
け
る
広
域
化
に
関
す
る
取
組

の
促
進
を
図
る
。

相
談
体
制
の
確
保
充
実

(４)

広
域
化
を
実
現
し
た
消
防
本
部
の
幹
部
職
員
等
で
消
防

庁
に
登
録
さ
れ
た
者
を
市
町
村
等
に
派
遣
し
、
助
言
等
を

行
う
消
防
広
域
化
推
進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
活
用
等
に
よ

り
、
広
域
化
に
関
す
る
協
議
を
進
め
る
に
当
た
っ
て
の
諸

課
題
へ
の
対
処
方
策
等
広
域
化
に
関
す
る
個
別
具
体
の
相

談
に
積
極
的
に
応
じ
る
。

財
政
措
置

(５)

都
道
府
県
に
対
し
て
、
広
域
消
防
運
営
計
画
の
作
成
等

に
関
す
る
広
域
化
対
象
市
町
村
へ
の
情
報
提
供
若
し
く
は

助
言
、
本
指
針
三
、
３
に
定
め
る
消
防
広
域
化
重
点
地
域

の
指
定
、
協
議
会
へ
の
参
画
、
調
査
研
究
又
は
広
報
啓
発

等
に
必
要
と
な
る
経
費
に
つ
い
て
所
要
の
普
通
交
付
税
措

置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
都
道
府
県
が
広
域
化
対
象
市
町

村
に
対
し
て
行
う
補
助
金
、
交
付
金
等
の
交
付
に
要
す
る

経
費
に
つ
い
て
所
要
の
特
別
交
付
税
措
置
を
講
ず
る
ほ

か
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）

第
二
百
八
十
四
条
第
一
項
の
地
方
公
共
団
体
の
組
合
で
広

域
化
を
行
っ
た
広
域
化
対
象
市
町
村
の
加
入
す
る
も
の
若

し
く
は
広
域
化
を
行
っ
た
広
域
化
対
象
市
町
村
又
は
同
項

の
地
方
公
共
団
体
の
組
合
で
広
域
化
を
行
う
広
域
化
対
象

市
町
村
の
加
入
す
る
も
の
若
し
く
は
広
域
化
を
行
う
広
域

化
対
象
市
町
村
（
以
下
「
広
域
化
対
象
市
町
村
等
」
と
い

う
。
）
に
対
し
て
、
当
該
広
域
化
対
象
市
町
村
等
が
広
域

消
防
運
営
計
画
を
達
成
す
る
た
め
に
行
う
事
業
に
要
す
る

経
費
等
に
つ
い
て
、
財
政
運
営
に
支
障
を
生
ず
る
こ
と
の

な
い
よ
う
、
次
の
財
政
措
置
を
講
ず
る
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
措
置
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
六
年

度
以
降
、
消
防
広
域
化
重
点
地
域
に
対
す
る
も
の
に
重
点

化
す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
見
直
す
も
の
と
す
る
。

①

市
町
村
の
消
防
の
広
域
化
（
都
道
府
県
の
推
進
計
画

に
定
め
る
市
町
村
の
組
合
せ
を
構
成
す
る
市
町
村
の
全

部
又
は
一
部
か
ら
な
る
地
域
の
広
域
化
に
限
る
。
以
下

こ
の

に
お
い
て
「
市
町
村
の
消
防
の
広
域
化
」
と
い

(５)

う
。
）
に
伴
う
広
域
消
防
運
営
計
画
の
作
成
を
含
め
た

広
域
化
の
準
備
に
要
す
る
経
費
及
び
臨
時
に
増
加
す
る

経
費
に
つ
い
て
所
要
の
特
別
交
付
税
措
置
を
講
ず
る
。

②

市
町
村
の
消
防
の
広
域
化
（
平
成
三
十
年
四
月
一
日

ま
で
に
行
わ
れ
る
も
の
に
限
る
。
）
に
伴
い
、
広
域
消

防
運
営
計
画
又
は
消
防
署
所
等
（
消
防
署
、
出
張
所
及

び
指
令
セ
ン
タ
ー
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
再
編
整

備
計
画
（
以
下
「
広
域
消
防
運
営
計
画
等
」
と
い
う
。
）

に
基
づ
き
、
必
要
と
な
る
消
防
署
所
等
（
一
体
的
に
整

備
す
る
自
主
防
災
組
織
等
の
た
め
の
訓
練
研
修
施
設
を

含
む
。
）
の
増
改
築
（
広
域
消
防
運
営
計
画
等
に
お
い

て
消
防
署
所
等
の
再
配
置
が
必
要
で
あ
る
と
位
置
づ
け

ら
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
新
築
を
含
む
。
）
で
あ
っ

て
、
当
該
広
域
化
後
十
年
度
以
内
に
完
了
す
る
も
の
（

た
だ
し
、
広
域
化
前
に
完
了
す
る
も
の
を
含
み
、
平
成

十
八
年
の
消
防
組
織
法
の
改
正
に
基
づ
い
て
平
成
二
十

四
年
度
ま
で
に
広
域
化
し
た
消
防
本
部
に
あ
っ
て
は
平

成
三
十
四
年
度
ま
で
に
完
了
す
る
も
の
。
③
に
お
い
て

同
じ
。
）
に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
所
要
の
地
方
財
政

措
置
を
講
ず
る
。

③

市
町
村
の
消
防
の
広
域
化
（
平
成
三
十
年
四
月
一
日

ま
で
に
行
わ
れ
る
も
の
に
限
る
。
）
に
伴
い
、
統
合
さ

れ
る
消
防
本
部
庁
舎
を
消
防
署
所
等
と
し
て
有
効
活
用

す
る
た
め
に
必
要
と
な
る
改
築
で
あ
っ
て
、
当
該
広
域

化
後
十
年
度
以
内
に
完
了
す
る
も
の
に
要
す
る
経
費
に

つ
い
て
所
要
の
地
方
財
政
措
置
を
講
ず
る
。

④

市
町
村
の
消
防
の
広
域
化
に
伴
う
消
防
本
部
庁
舎
の

整
備
に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
所
要
の
地
方
債
措
置
を

講
ず
る
。

⑤

消
防
通
信
・
指
令
施
設
（
消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
、

高
機
能
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
）
の
整
備
に
要
す
る
経
費

に
つ
い
て
所
要
の
地
方
財
政
措
置
を
講
ず
る
。

⑥

市
町
村
の
消
防
の
広
域
化
（
平
成
三
十
年
四
月
一
日

ま
で
に
行
わ
れ
る
も
の
に
限
る
。
）
に
伴
い
、
広
域
消

防
運
営
計
画
等
に
基
づ
く
消
防
署
所
等
の
統
合
に
よ
る

効
率
化
等
に
よ
り
、
機
能
強
化
を
図
る
消
防
車
両
等
の

整
備
事
業
で
あ
っ
て
、
当
該
広
域
化
後
五
年
度
以
内
に

完
了
す
る
も
の
（
た
だ
し
、
広
域
化
前
に
完
了
す
る
も

の
を
含
み
、
平
成
十
八
年
の
消
防
組
織
法
の
改
正
に
基

づ
い
て
平
成
二
十
四
年
度
ま
で
に
広
域
化
し
た
消
防
本

部
に
あ
っ
て
は
平
成
二
十
九
年
度
ま
で
に
完
了
す
る
も

の
。
）
に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
所
要
の
地
方
財
政
措

置
を
講
ず
る
。

⑦

市
町
村
の
消
防
の
広
域
化
に
伴
う
消
防
防
災
施
設
等

の
整
備
に
つ
い
て
は
、
消
防
防
災
施
設
等
整
備
費
補
助

金
の
交
付
の
決
定
に
当
た
っ
て
、
特
別
の
配
慮
を
す
る

も
の
と
す
る
。

二

自
主
的
な
市
町
村
の
消
防
の
広
域
化
を
推
進
す
る

期
間市

町
村
の
消
防
の
広
域
化
は
、
消
防
の
体
制
の
整
備
及
び
確

立
の
た
め
、
不
断
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課

題
で
あ
る
が
、
地
域
に
お
け
る
広
域
化
に
つ
い
て
の
合
意
形
成

に
は
相
当
の
時
間
を
要
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
一
方
で
、
大

規
模
災
害
等
が
発
生
す
る
懸
念
が
高
ま
っ
て
お
り
、
広
域
化
の

取
組
が
急
が
れ
る
こ
と
や
過
度
に
長
期
の
期
限
を
設
け
る
と
集

中
的
な
広
域
化
の
取
組
を
阻
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
を
踏

ま
え
る
と
、
五
年
程
度
後
を
期
限
と
し
て
広
域
化
に
取
り
組
む

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

都
道
府
県
の
推
進
計
画
等

(１)

都
道
府
県
の
実
情
に
照
ら
し
、
必
要
に
応
じ
て
推
進
計

画
の
変
更
又
は
策
定
を
行
う
よ
う
努
め
る
こ
と
。

な
お
、
本
指
針
三
、
３
に
定
め
る
消
防
広
域
化
重
点
地

域
の
指
定
に
つ
い
て
は
、
速
や
か
に
行
う
こ
と
。

市
町
村
の
消
防
の
広
域
化

(２)
各
広
域
化
対
象
市
町
村
に
お
い
て
は
、
広
域
消
防
運
営
計

画
の
作
成
等
、
広
域
化
に
向
け
た
取
組
を
行
い
、
本
指
針
が

定
め
ら
れ
た
当
初
の
期
限
で
あ
る
平
成
二
十
四
年
度
末
か
ら

五
年
程
度
後
の
平
成
三
十
年
四
月
一
日
ま
で
に
広
域
化
を
実

現
す
る
こ
と
。
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三

推
進
計
画
に
定
め
る
市
町
村
の
組
合
せ
及
び
都
道

府
県
に
お
け
る
必
要
な
措
置
に
関
す
る
基
準

１

推
進
計
画
の
策
定

都
道
府
県
が
、
本
指
針
に
基
づ
き
、
当
該
都
道
府
県
の
区

域
内
に
お
い
て
自
主
的
な
市
町
村
の
消
防
の
広
域
化
を
推
進

す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
、
そ
の
市
町
村
を
対
象

と
し
て
定
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
推
進
計
画
に
は
、
次
の

よ
う
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
と
な
る
。

自
主
的
な
市
町
村
の
消
防
の
広
域
化
の
推
進
に
関
す
る

(１)
基
本
的
な
事
項

次
の
よ
う
な
事
項
に
留
意
し
て
定
め
る
こ
と
。

①

推
進
計
画
は
、
広
域
化
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
と

認
め
る
市
町
村
に
つ
い
て
、
そ
の
広
域
化
を
計
画
的
か

つ
円
滑
に
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
こ
と
。

②

広
域
化
は
、
消
防
の
体
制
の
整
備
及
び
確
立
を
図
る

た
め
推
進
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

③

広
域
化
は
、
市
町
村
、
住
民
、
消
防
関
係
者
等
の
理

解
を
得
て
進
め
て
い
く
こ
と
が
肝
要
で
あ
り
、
こ
れ
ら

の
関
係
者
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
な
が
ら
推
進
し
て
い

く
よ
う
に
努
め
る
こ
と
。

市
町
村
の
消
防
の
現
況
及
び
将
来
の
見
通
し

(２)

次
の
よ
う
な
事
項
に
留
意
し
て
定
め
る
こ
と
。

①

広
域
化
を
推
進
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
ま
ず
、
当
該

都
道
府
県
に
お
け
る
広
域
化
の
必
要
性
を
十
分
認
識
す

る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
各
都
道
府
県
に
お
け
る
消

防
需
要
の
動
向
、
こ
れ
に
対
す
る
消
防
力
の
実
情
、
消

防
本
部
の
財
政
、
人
事
管
理
等
の
状
況
等
の
市
町
村
の

消
防
の
現
況
に
つ
い
て
、
市
町
村
の
協
力
を
得
つ
つ
、

消
防
本
部
の
規
模
別
に
十
分
把
握
し
、
そ
の
問
題
点
を

分
析
し
、
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。

②

さ
ら
に
、
今
後
の
人
口
の
減
少
、
消
防
需
要
の
変
化
、

消
防
職
員
の
高
齢
化
等
の
進
展
の
中
で
、
市
町
村
の
消

防
が
将
来
ど
の
よ
う
な
姿
に
な
っ
て
い
く
か
の
見
通
し

に
つ
い
て
も
、
市
町
村
の
協
力
を
得
つ
つ
、
的
確
に
分

析
し
、
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。

広
域
化
対
象
市
町
村
の
組
合
せ

(３)

本
指
針
三
、
２
に
基
づ
き
定
め
る
こ
と
。

な
お
、
広
域
化
対
象
市
町
村
の
組
合
せ
に
基
づ
く
本
指

針
三
、
３
に
定
め
る
消
防
広
域
化
重
点
地
域
の
指
定
等
を

行
う
場
合
に
つ
い
て
は
、
本
指
針
三
、
３
に
よ
る
こ
と
。

自
主
的
な
市
町
村
の
消
防
の
広
域
化
を
推
進
す
る
た
め

(４)
に
必
要
な
措
置
に
関
す
る
事
項

本
指
針
三
、
４
に
基
づ
き
定
め
る
こ
と
。

広
域
化
後
の
消
防
の
円
滑
な
運
営
の
確
保
に
関
す
る
基

(５)

本
的
な
事
項

本
指
針
四
を
参
考
に
し
つ
つ
、
各
都
道
府
県
の
実
情
を

勘
案
し
て
定
め
る
こ
と
。

市
町
村
の
防
災
に
係
る
関
係
機
関
相
互
間
の
連
携
の
確

(６)
保
に
関
す
る
事
項

本
指
針
五
を
参
考
に
し
つ
つ
、
各
都
道
府
県
の
実
情
を

勘
案
し
て
定
め
る
こ
と
。

な
お
、
都
道
府
県
が
推
進
計
画
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、

都
道
府
県
に
、
都
道
府
県
、
市
町
村
の
代
表
、
消
防
機
関
の

代
表
（
常
備
消
防
・
消
防
団
）
、
住
民
代
表
及
び
学
識
経
験

者
等
で
構
成
す
る
委
員
会
等
の
協
議
機
関
を
設
置
す
る
な
ど

し
て
、
関
係
者
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
の
形
成
に
努
め
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

ま
た
、
都
道
府
県
が
推
進
計
画
を
定
め
、
又
は
変
更
し
よ

う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
関
係
市
町
村
の
意
見
を

聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

２

推
進
計
画
に
定
め
る
市
町
村
の
組
合
せ
に
関
す
る
基
準

各
都
道
府
県
は
、
以
下
の
点
を
十
分
考
慮
し
た
上
で
、
推

進
計
画
に
お
い
て
、
広
域
化
対
象
市
町
村
及
び
そ
の
組
合
せ

を
定
め
る
こ
と
。

市
町
村
の
消
防
の
広
域
化
の
規
模

(１)

一
般
論
と
し
て
は
、
消
防
本
部
の
規
模
が
大
き
い
ほ
ど

火
災
等
の
災
害
へ
の
対
応
能
力
が
強
化
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
、
ま
た
組
織
管
理
、
財
政
運
営
等
の
観
点
か
ら
も
望
ま

し
い
。

そ
の
上
で
、
現
状
を
踏
ま
え
つ
つ
、
こ
れ
か
ら
の
消
防

に
求
め
ら
れ
る
消
防
力
、
組
織
体
制
、
財
政
規
模
等
に
鑑

み
る
と
、
管
轄
人
口
の
観
点
か
ら
言
え
ば
お
お
む
ね
三
十

万
以
上
の
規
模
を
一
つ
の
目
標
と
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ

る
。し

か
し
な
が
ら
、
各
市
町
村
は
、
管
轄
面
積
の
広
狭
、

交
通
事
情
、
島
嶼
部
な
ど
の
地
理
的
条
件
、
広
域
行
政
、

地
域
の
歴
史
、
日
常
生
活
圏
、
人
口
密
度
及
び
人
口
減
少

な
ど
の
人
口
動
態
等
の
地
域
の
事
情
を
そ
れ
ぞ
れ
有
し
て

い
る
た
め
、
広
域
化
対
象
市
町
村
の
組
合
せ
を
検
討
す
る

際
に
は
、
上
記
の
規
模
目
標
に
は
必
ず
し
も
と
ら
わ
れ
ず
、

小
規
模
消
防
本
部
の
広
域
化
を
着
実
に
推
進
す
る
と
い
う

観
点
か
ら
、
こ
れ
ら
の
地
域
の
事
情
を
十
分
に
考
慮
す
る

必
要
が
あ
る
。
そ
の
際
、
例
え
ば
、
当
該
組
合
せ
の
広
域

化
を
段
階
的
に
実
現
す
る
た
め
に
段
階
ご
と
の
組
合
せ
を

あ
わ
せ
て
定
め
る
と
い
う
方
策
も
考
え
ら
れ
る
。

配
慮
及
び
留
意
す
べ
き
事
項

(２)

既
存
の
消
防
広
域
化
基
本
計
画
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
た

広
域
化
の
状
況
及
び
非
常
備
市
町
村
の
常
備
化
の
必
要
性

に
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
市
町
村
合
併
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
推
進
計
画

に
定
め
る
市
町
村
の
組
合
せ
は
、
市
町
村
の
合
併
の
特
例

等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
五
十
九
号
）
第

五
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
自
主
的
な
市
町
村
の
合
併

の
推
進
に
関
す
る
構
想
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
市
町
村
の
組

合
せ
に
十
分
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

３

消
防
広
域
化
重
点
地
域
の
指
定
等

消
防
広
域
化
重
点
地
域
の
指
定
の
趣
旨

(１)

本
指
針
一
、
３
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
本
指
針
一
、
４
に

掲
げ
る
国
の
施
策
及
び
本
指
針
三
、
４
に
掲
げ
る
各
都
道

府
県
に
お
け
る
措
置
を
他
の
広
域
化
対
象
市
町
村
よ
り
も

先
行
し
て
集
中
的
に
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
広
域
化
対
象

市
町
村
の
組
合
せ
に
お
け
る
自
主
的
な
市
町
村
の
消
防
の

広
域
化
を
着
実
に
推
進
す
る
た
め
、
消
防
広
域
化
重
点
地

域
（
以
下
「
重
点
地
域
」
と
い
う
。
）
の
枠
組
み
を
設
け

る
。都

道
府
県
知
事
に
よ
る
重
点
地
域
の
指
定
及
び
公
表
等

(２)

都
道
府
県
知
事
は
、
広
域
化
対
象
市
町
村
の
そ
れ
ぞ
れ

の
組
合
せ
を
構
成
す
る
市
町
村
の
全
部
又
は
一
部
か
ら
な

る
地
域
の
う
ち
、
広
域
化
の
取
組
を
先
行
し
て
重
点
的
に

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
も
の
と
し
て
次
に
該
当
す
る
と
当

該
都
道
府
県
知
事
が
認
め
る
も
の
を
重
点
地
域
と
し
て
指

定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

①

今
後
、
十
分
な
消
防
防
災
体
制
が
確
保
で
き
な
い
お

そ
れ
が
あ
る
市
町
村
を
含
む
地
域

②

広
域
化
の
気
運
が
高
い
地
域

広
域
化
対
象
市
町
村
の
一
の
組
合
せ
を
越
え
る
地
域
を

重
点
地
域
に
指
定
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
指
定
し

よ
う
と
す
る
地
域
が
広
域
化
対
象
市
町
村
の
一
の
組
合
せ

の
全
部
又
は
一
部
を
構
成
す
る
よ
う
、
事
前
又
は
事
後
に

推
進
計
画
の
変
更
を
行
う
も
の
と
す
る
。

な
お
、
当
該
指
定
を
行
っ
た
と
き
は
そ
の
旨
を
、
当
該

重
点
地
域
に
対
す
る
都
道
府
県
の
支
援
の
内
容
と
と
も
に

公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

関
係
市
町
村
の
意
見
の
聴
取
等

(３)

重
点
地
域
の
指
定
に
当
た
っ
て
は
、
都
道
府
県
知
事
は
、

あ
ら
か
じ
め
関
係
市
町
村
の
意
見
を
聴
く
も
の
と
す
る
。

ま
た
、
重
点
地
域
に
指
定
さ
れ
た
市
町
村
以
外
の
市
町

村
か
ら
重
点
地
域
の
指
定
を
求
め
る
意
見
等
が
あ
っ
た
場

合
に
お
い
て
は
、
都
道
府
県
知
事
は
当
該
意
見
等
を
尊
重

し
、
当
該
市
町
村
を
対
象
と
す
る
重
点
地
域
の
指
定
等
に

努
め
る
も
の
と
す
る
。

重
点
地
域
の
指
定
の
変
更

(４)

及
び

は
、
重
点
地
域
の
指
定
の
変
更
に
つ
い
て
準

(２)

(３)

用
す
る
。

４

自
主
的
な
市
町
村
の
消
防
の
広
域
化
を
推
進
す
る
た
め
に
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必
要
な
措
置
に
関
す
る
基
準

消
防
組
織
法
第
三
十
三
条
に
お
い
て
、
都
道
府
県
知
事
が

行
う
市
町
村
相
互
間
に
お
け
る
必
要
な
調
整
及
び
情
報
の
提

供
そ
の
他
の
必
要
な
援
助
等
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
踏
ま
え
、
各
都
道
府
県
は
、
推
進
計
画
に
お
い
て
、
当

該
各
都
道
府
県
に
お
け
る
自
主
的
な
市
町
村
の
消
防
の
広
域

化
を
推
進
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
定
め
る
こ
と
。

具
体
的
に
は
、

①

広
域
化
を
推
進
す
る
た
め
の
体
制
の
整
備

②

住
民
及
び
関
係
者
に
対
す
る
情
報
提
供
、
普
及
啓
発

等
③

各
市
町
村
に
対
す
る
情
報
提
供
、
相
談
対
応
体
制
の

確
保
、
職
員
の
派
遣
等

④

関
係
市
町
村
間
の
協
議
の
積
極
的
な
推
奨
、
仲
介
、

調
整
等

⑤

広
域
化
に
関
す
る
調
査
研
究

等
が
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
参
考
に
し
つ

つ
、
必
要
な
措
置
を
定
め
、
都
道
府
県
と
し
て
広
域
化
の
推

進
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
。

四

広
域
化
後
の
消
防
の
円
滑
な
運
営
の
確
保
に
関
す

る
基
本
的
な
事
項

１

広
域
化
後
の
消
防
の
体
制
の
整
備

市
町
村
の
消
防
の
広
域
化
が
行
わ
れ
た
後
に
、
広
域
化
の

効
果
を
十
分
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
広
域
化
後

の
消
防
に
お
い
て
一
元
的
な
部
隊
運
用
、
出
動
体
制
、
事
務

処
理
等
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

２

構
成
市
町
村
等
間
の
関
係

市
町
村
の
消
防
の
広
域
化
は
、
主
に
一
部
事
務
組
合
、
広

域
連
合
又
は
事
務
委
託
に
よ
り
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
が
、

そ
の
場
合
広
域
化
後
の
消
防
は
、
組
合
の
構
成
市
町
村
又
は

受
託
市
町
村
若
し
く
は
委
託
市
町
村
（
以
下
「
構
成
市
町
村

等
」
と
い
う
。
）
と
の
意
思
疎
通
及
び
情
報
共
有
に
特
に
意

を
用
い
る
必
要
が
あ
る
。

３

広
域
化
後
の
消
防
の
体
制
の
整
備
の
た
め
に
考
え
ら
れ
る

方
策こ

の
よ
う
に
、
広
域
化
後
の
消
防
の
円
滑
な
運
営
の
確
保

の
た
め
に
は
、
広
域
化
後
の
消
防
の
体
制
を
適
切
に
整
備
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
が
、
そ
の
た
め
の
方
策
と
し
て
は
、

例
え
ば
、
以
下
の
よ
う
な
事
項
に
つ
い
て
、
構
成
市
町
村
等

間
に
お
い
て
十
分
協
議
の
上
、
可
能
な
限
り
、
組
合
又
は
事

務
委
託
の
規
約
、
規
程
等
に
お
い
て
定
め
る
こ
と
と
す
る
こ

と
が
有
効
で
あ
る
。

組
合
の
方
式
に
よ
る
場
合

(１)
①

経
常
的
経
費
、
投
資
的
経
費
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
の

構
成
市
町
村
ご
と
の
負
担
金
の
額
又
は
負
担
割
合
等
に

係
る
基
本
的
な
ル
ー
ル

②

職
員
の
任
用
、
給
与
、
教
育
訓
練
等
に
関
す
る
計
画

を
策
定
す
る
こ
と
。

③

中
長
期
的
な
整
備
費
用
の
見
通
し
を
含
め
た
消
防
力

の
整
備
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
。

④

部
隊
運
用
、
指
令
管
制
等
に
関
す
る
計
画
を
策
定
す

る
こ
と
。

⑤

災
害
時
等
に
構
成
市
町
村
の
長
と
消
防
長
、
消
防
署

長
又
は
消
防
団
長
と
が
緊
密
に
連
携
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
相
互
連
絡
、
情
報
共
有
等
に
関
す
る
計
画
を

策
定
す
る
こ
と
。

⑥

構
成
市
町
村
間
の
連
絡
会
議
の
定
期
的
な
開
催
、
消

防
長
の
専
決
対
象
の
明
確
化
等
構
成
市
町
村
間
の
迅
速

な
意
見
調
整
を
可
能
と
す
る
た
め
の
仕
組
み
を
構
築
す

る
こ
と
。

⑦

組
合
の
運
営
に
関
し
、
住
民
の
意
見
を
反
映
で
き
る

よ
う
に
す
る
こ
と
。

事
務
委
託
の
方
式
に
よ
る
場
合

(２)
①

委
託
料
に
係
る
基
本
的
な
ル
ー
ル

②

災
害
時
等
に
委
託
市
町
村
の
長
と
消
防
長
、
消
防
署

長
又
は
消
防
団
長
と
が
緊
密
に
連
携
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
相
互
連
絡
、
情
報
共
有
等
に
関
す
る
計
画
を

策
定
す
る
こ
と
。

③

消
防
事
務
の
運
営
に
関
し
、
住
民
の
意
見
を
反
映
で

き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

４

推
進
計
画
及
び
広
域
消
防
運
営
計
画
へ
の
記
載

以
上
の
点
を
踏
ま
え
、
都
道
府
県
に
お
い
て
は
、
必
要
な

事
項
を
推
進
計
画
に
お
い
て
定
め
る
と
と
も
に
、
広
域
化
対

象
市
町
村
に
お
い
て
は
、
広
域
化
に
係
る
協
議
の
際
に
こ
れ

ら
の
事
項
に
つ
い
て
十
分
協
議
の
上
、
可
能
な
限
り
広
域
消

防
運
営
計
画
に
お
い
て
定
め
る
こ
と
。

五

市
町
村
の
防
災
に
係
る
関
係
機
関
相
互
間
の
連
携

の
確
保
に
関
す
る
事
項

１

消
防
団
と
の
連
携
の
確
保

消
防
団
は
、
地
域
に
密
着
し
た
消
防
防
災
活
動
を
行
う
と

い
う
特
性
上
、
本
指
針
一
、
２
の
と
お
り
、
消
防
組
織
法
に

基
づ
き
推
進
す
る
自
主
的
な
市
町
村
の
消
防
の
広
域
化
の
対

象
と
さ
れ
て
お
ら
ず
、
従
来
ど
お
り
、
消
防
力
の
整
備
指
針

第
三
十
七
条
に
基
づ
き
、
市
町
村
の
合
併
等
消
防
団
の
沿
革

そ
の
他
の
特
段
の
事
情
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
一
市
町
村
に

一
団
を
置
く
も
の
と
す
る
。

こ
の
場
合
、
広
域
化
後
の
消
防
本
部
と
消
防
団
と
の
緊
密

な
連
携
の
確
保
が
必
要
と
な
る
。

そ
の
た
め
に
、
次
の
よ
う
な
具
体
的
方
策
が
考
え
ら
れ
る
。

①

常
備
消
防
の
管
轄
区
域
内
の
複
数
の
消
防
団
の
団
長

の
中
か
ら
連
絡
調
整
担
当
の
団
長
を
指
名
す
る
こ
と
に

よ
る
常
備
消
防
と
の
一
元
的
な
連
絡
調
整

②

平
素
か
ら
の
各
消
防
団
合
同
又
は
常
備
消
防
を
含
め

た
訓
練
等
の
実
施

③

構
成
市
町
村
等
の
消
防
団
と
当
該
構
成
市
町
村
等
の

区
域
に
存
す
る
消
防
署
所
と
の
連
携
確
保
の
た
め
の
、

消
防
署
所
へ
の
消
防
団
と
の
連
絡
調
整
担
当
の
配
置
、

定
例
的
な
連
絡
会
議
の
開
催
等

④

常
備
消
防
と
消
防
団
と
の
連
絡
通
信
手
段
の
確
保

以
上
の
よ
う
な
方
策
を
参
考
と
し
つ
つ
、
地
域
の
実
情
に

応
じ
て
広
域
化
後
の
消
防
本
部
と
消
防
団
と
の
連
携
の
確
保

を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

２

防
災
・
国
民
保
護
担
当
部
局
と
の
連
携
の
確
保

防
災
・
国
民
保
護
業
務
は
、
住
民
の
安
心
・
安
全
の
確
保

と
い
う
最
も
基
本
的
か
つ
重
要
な
業
務
で
あ
り
、
ま
た
、
関

係
部
局
・
関
係
機
関
が
多
岐
に
わ
た
る
た
め
、
そ
れ
ら
全
体

を
総
合
的
に
調
整
で
き
る
責
任
者
が
実
施
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

こ
の
場
合
、
市
町
村
の
消
防
の
広
域
化
を
行
う
と
き
に
は
、

広
域
化
後
の
消
防
本
部
と
構
成
市
町
村
等
の
防
災
・
国
民
保

護
担
当
部
局
と
の
緊
密
な
連
携
の
確
保
が
必
要
と
な
る
。

そ
の
た
め
に
、
次
の
よ
う
な
具
体
的
方
策
が
考
え
ら
れ
る
。

①

夜
間
・
休
日
等
に
お
け
る
市
町
村
の
防
災
業
務
に
つ

い
て
、
初
動
時
の
連
絡
体
制
な
ど
を
消
防
本
部
に
事
務

委
託

②

各
構
成
市
町
村
等
の
長
及
び
危
機
管
理
担
当
幹
部
と

消
防
長
及
び
消
防
署
長
に
よ
る
協
議
会
の
設
置

③

各
構
成
市
町
村
等
と
当
該
構
成
市
町
村
等
の
区
域
に

存
す
る
消
防
署
所
と
の
連
携
確
保
の
た
め
の
、
定
例
的

な
連
絡
会
議
の
開
催
、
各
市
町
村
の
災
害
対
策
本
部
へ

の
各
消
防
署
所
の
消
防
職
員
の
派
遣
等

④

防
災
・
国
民
保
護
担
当
部
局
と
消
防
本
部
と
の
人
事

交
流

⑤

総
合
的
な
合
同
防
災
訓
練
の
実
施

⑥

防
災
・
国
民
保
護
担
当
部
局
と
消
防
本
部
と
の
情
報

通
信
手
段
の
充
実
に
よ
る
連
絡
体
制
の
強
化

⑦

防
災
行
政
無
線
の
親
機
や
遠
隔
操
作
機
を
消
防
本
部

の
通
信
指
令
部
門
に
設
置
す
る
こ
と
に
よ
る
二
十
四
時

間
体
制
の
確
保
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以
上
の
よ
う
な
方
策
を
参
考
と
し
つ
つ
、
地
域
の
実
情
に

応
じ
て
広
域
化
後
の
消
防
本
部
と
構
成
市
町
村
等
の
防
災
・

国
民
保
護
担
当
部
局
と
の
連
携
の
確
保
を
図
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

３

推
進
計
画
及
び
広
域
消
防
運
営
計
画
へ
の
記
載

以
上
の
点
を
踏
ま
え
、
都
道
府
県
に
お
い
て
は
、
必
要
な

事
項
を
推
進
計
画
に
お
い
て
定
め
る
と
と
も
に
、
広
域
化
対

象
市
町
村
に
お
い
て
は
、
広
域
化
に
係
る
協
議
の
際
に
こ
れ

ら
の
事
項
に
つ
い
て
十
分
協
議
の
上
、
可
能
な
限
り
広
域
消

防
運
営
計
画
に
お
い
て
定
め
る
こ
と
。
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消防組合標準規約例  
 

第一章 総則  
 

（組合の名称）  
第一条 この組合は、○○消防組合（以下「組合」という。）という。  

 
（組合を組織する地方公共団体）  

第二条 組合は、次に掲げる市町村（以下「関係市町村」という。）をもっ

て組織する。  
○○市  
△△町  
□□村  
・・・  

 
（組合の共同処理する事務）  

Ａ第三条 組合は、消防事務（消防団の事務を除く。）を共同処理する。  
Ｂ第三条 組合は、消防に関する事務（消防団に関する事務並びに消防水利施

設の設置、維持及び管理に関する事務を除く。）を共同処理する。  
Ｃ第三条 組合は、消防に関する事務を共同処理する。  
 

（組合の事務所の位置）  
第四条 組合の事務所は、○○に置く。  

 
第二章 組合の議会  

 
（議会の組織）  

第五条 組合の議会の議員（以下「組合議員」という。）の定数は、○人と

する。  
２ 各関係市町村の定数は、次のとおりとする。  

○○市  ○人  
△△町  ○人  
□□村  ○人  
・・・・・・・  

 
（議員の選挙の方法）  

Ａ第六条 組合議員は、関係市町村の議会において、当該議会の議員のうちか

ら選挙する。  
２ （選挙を行うべき期日は、組合の管理者が定めて、関係市町村の長に通

知しなければならない。）  
３ （第一項の選挙が終わったときは、関係市町村の長は、直ちにその結果
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を組合の管理者に通知しなければならない。）  
Ｂ第六条 組合議員は、関係市町村の議会において、選挙権を有する者のうち

から選挙する。  
２・３ （Ａと同じ）  

Ｃ第六条 組合議員は、関係市町村の議会において、選挙権を有する者のうち

から選挙する。  
２ 組合議員のうち○人は、関係市町村の議会において、関係市町村の消防

団長のうちから選挙する。  
３・４ （Ａの２・３と同じ）  

 
（議員の任期）  

Ａ第七条 議員の任期は、当該関係市町村の議会の議員の任期による。  
Ｂ第七条 議員の任期は、○年とする。  
 

（補欠選挙）  
Ａ第八条 組合議員に欠員を生じたときは、補欠選挙を行わなければならない。  

２ 第六条第二項及び第三項の規定は、前項の選挙に準用する。  
３ 補欠議員は、前任者の残任期間在任する。  

Ｂ第八条 組合議員の欠員が各関係市町村ごとにその定数の四分の一を超える

に至ったときは、補欠選挙を行わなければならない。  
２・３ （Ａと同じ）  

 
（議長及び副議長）  

第九条 組合の議会に議長及び副議長をそれぞれ一人置く。  
２ 議長及び副議長は、組合の議会において、組合議員のうちから選挙する。  
３ （議長及び副議長の任期は、組合議会の議員の任期による。）  

 
第三章 執行機関  

 
（執行機関の組織）  

Ａ第十条 組合に、管理者及び副管理者をそれぞれ一人置く。  
２ 前項に定める者を除くほか、組合に必要な職員を置く。  
３ （管理者及び副管理者の任期は、関係市町村の長及び副市長の任期によ

る。）  
Ｂ第十条 組合に、管理者一人及び副管理者五人を置く。  

２ （Ａと同じ）  
３ （管理者及び副管理者の任期は、関係市町村の長の任期による。）  

 
（執行機関の選任の方法）  

Ａ第十一条 管理者は、関係市町村の長のうちから関係市町村の長の協議によ

り定める。  
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２ 副管理者は、管理者が組合の議会の同意を得て選任する。  
３ 前条第二項の職員は、管理者が任免する。  

Ｂ第十一条 管理者は、組合の議会において、関係市町村の長の中から選挙す

る。  
２・３ （Ａと同じ）  

Ｃ第十一条 管理者は、○○市長をもって充てる。  
２ 副管理者は、△△町長及び□□村長をもって充てる。  
３ （Ａの３と同じ）  

 
（監査委員）  

第十二条 組合に監査委員を○人置く。  
２ 監査委員の任期は、○年とする。  
３ 監査委員は、管理者が組合の議会の同意を得て知識経験を有する者のう

ちから選任する。  
 
（公平委員会については、条例で置くものとされている（地方公務員法第７

条）。また、その他の執行機関の設置は任意である。）  
 

第四章 経費  
 

（経費の支弁の方法）  
Ａ第十三条 組合の経費は、関係市町村の負担金のほか、補助金、地方債、寄

附金、手数料及びその他の収入をもって充てる。  
２ 前項に規定する負担金の関係市町村ごとの額は、負担金の総額に当該予

算の属する会計年度における関係市町村の地方交付税（普通交付税）の算

定基礎となった消防費に係る基準財政需要額を合算した額に対する当該市

町村の消防費に係る基準財政需要額の割合を乗じた額とする。  
Ｂ第十三条 （Ａと同じ）  

２ 前項に規定する負担金の関係市町村ごとの割合は、次の方法により算出

する。  
一 均等割 百分の○○  
二 世帯割 百分の○○  
三 人口割 百分の○○  
四 面積割 百分の○○  
五 基準財政需要額割 百分の○○  

３ 前項第二号の世帯割及び第三号の人口割の算定基礎となる世帯数及び人

口は、最近の国勢調査による関係市町村の世帯数及び人口によるものとし

、第四号の面積割の算定基礎となる面積は、国土地理院において公表した

最近の関係市町村の面積によるものとし、第五号の基準財政需要額割の算

定基礎となる基準財政需要額は、当該予算の属する会計年度における関係

市町村の基準財政需要額の消防費の算定額とする。  
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第五章 消防事務の運営に関する事項  
 

（消防力の整備計画の策定）  
第十四条 組合は、中長期的な消防施設等の整備費用の見通しを含めた消防

力の整備計画を定めるものとする。  
 

（消防事務に関する基本的な計画）  
第十五条 組合は、以下の計画を定めるものとする。  

一 部隊運用、指令管制等に関する計画  
二 災害時等の関係市町村の長と消防長、消防署長又は消防団長との間の

相互連絡、情報共有等に関する計画  
三 消防職員の任用、給与、教育訓練等に関する計画  

 
（連絡会議の開催）  

第十六条 組合は、組合の運営に関する連絡調整を行うため、年○回定期に

関係市町村の長の連絡会議を開催するものとする。ただし、関係市町村の

長の申し出がある場合においては、臨時に連絡会議を開催することができ

る。  
 

（迅速な意見調整）  
第十七条 組合は、関係市町村間の迅速な意見調整を行うことができるよう

必要な措置を講じるものとする。  
 

（住民の意見の反映）  
第十八条 組合は、組合の運営に関し、関係市町村の住民の意見を反映する

ことができるよう必要な措置を講じるものとする。  
 

第六章 雑則  
 

（その他）  
第十九条 この規約に定めるもののほか、組合の管理及び執行に関し必要な

事項は、管理者が定める。  
 

附 則  
この規約は、平成○○年○月○日から施行する。  
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消防事務委託標準規約例 

 

（委託事務の範囲等） 

第一条 ○○市は、消防事務（消防団の事務を除く。）の管理及び執行を□□

市に委託する。 

 

（経費の負担及び予算の執行） 

第二条 委託事務の管理及び執行に要する経費は、○○市の負担とし、○○市

は、あらかじめ、□□市にこれを交付するものとする。 

２ 前項の経費の額及び交付の時期は、□□市長が○○市長と協議して定める。

この場合において、□□市長は、あらかじめ、委託事務に要する経費の見積

に関する書類（事業計画案その他財政計画の参考となるべき書類を含む。）

を○○市に送付しなければならない。 

３ 委託事務に関する経費については、○○市の消防需要に適切に対応したも

のとなるよう、○○市及び□□市の間でその基本的な算定方法を定めるもの

とする。 

 

（委託事務の収支の分別） 

第三条 □□市長は、その委託を受けた事務の管理及び執行に係る収入及び支

出については、□□市歳入歳出予算において分別して計上するものとする。 

 

（手数料等） 

第四条 委託事務の管理及び執行に伴い徴収する手数料等の収入は、すべて□

□市の収入とする。 

 

（繰越金） 

第五条 □□市長は、各年度において、その委託事務の執行に係る予算に残額

がある場合においては、これを翌年度における委託事務の管理及び執行に要

する経費として繰り越して使用するものとする。この場合において、□□市

長は、繰越金の生じた理由を付記した計算書を当該年度の出納閉鎖後速やか

に○○市長に提出しなければならない。 

 

（決算の場合の措置） 

第六条 □□市長は、地方自治法第二百三十三条第六項の規定により、決算の

要領を公表したときは、同時に当該決算の委託事務に関する部分を○○市長

に通知するものとする。 

 

（相互連絡等に関する計画） 

第七条 □□市長は、災害時等における○○市長と消防長、消防署長又は消防

団長との間の相互連絡、情報共有等に関する計画を定めるものとする。 
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（連絡会議） 

第八条 □□市長は、委託事務の管理及び執行について連絡調整を図るため、

○○市長と年○回定期に連絡会議を開くものとする。ただし、○○市長の申

し出がある場合においては、臨時に連絡会議を開くことができる。 

 

（住民の意見の反映） 

第九条 □□市長は、消防事務の処理に関し、住民の意見を反映することがで

きるよう必要な措置を講じるものとする。 

 

（条例等改正の場合の措置） 

第十条 委託事務の管理及び執行について適用される□□市の条例等の全部又

は一部を変更しようとする場合においては、□□市は、あらかじめ、○○市

に通知しなければならない。 

２ 委託事務の管理及び執行について適用される□□市の条例等の全部又は一

部が改正された場合において、□□市は直ちに当該条例等を○○市に通知し

なければならない。 

３ 前項の規定による通知があったときは、○○市は直ちに当該条例等を公表

しなければならない。 

 

附 則 

この規約は、平成○○年○月○日から施行する。 
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○ 地 方 自 治 法 第 二 百 五 十 二 条 の 四 の 規 定 に よ る 協 議 会 の 規 約 例 

（ 出 典 松 本 英 昭 著 『 逐 条 地 方 自 治 法 第 ４ 次 改 訂 版 』 学 陽 書 房 ） 

 

甲 市 （ 町 村 ） 外 何 ヶ 市 （ 町 村 ） 何 々 協 議 会 規 約 

〔 甲 市 （ 町 村 ） 乙 市 （ 町 村 ） 及 び 丙 市 （ 町 村 ） 何 々 協 議 会 規 約 〕 

   第 一 章 総 則 

 （ 協 議 会 の 目 的 ） 

第 一 条 こ の 協 議 会 （ 以 下 「 協 議 会 」 と い う 。 ） は 、 （ 何 々 を 図 る た め ） 何 々 に 関 す る 事 務 を

共 同 し て 管 理 し 及 び 執 行 す る こ と を 目 的 と す る 。 

〔 第 一 条 こ の 協 議 会 （ 以 下 「 協 議 会 」 と い う 。 ） は 、 （ 何 々 を 図 る た め ） 何 々 に 関 す る 事 務

の 管 理 及 び 執 行 に つ い て 各 関 係 市 （ 町 村 ） が 相 互 に 連 絡 調 整 を 図 る こ と を 目 的 と す る 。 〕 

〔 第 一 条 こ の 協 議 会 （ 以 下 「 協 議 会 」 と い う 。 ） は 、 広 域 に わ た る 総 合 的 な 計 画 を 共 同 し て

作 成 す る こ と を 目 的 と す る 。 〕 

 （ 協 議 会 の 名 称 ） 

第 二 条 協 議 会 は 、 甲 市 （ 町 村 ） 外 何 々 市 （ 町 村 ） 何 々 協 議 会 と い う 。 

〔 第 二 条 協 議 会 は 、 甲 市 （ 町 村 ） 、 乙 市 （ 町 村 ） 及 び 丙 市 （ 町 村 ） 何 々 協 議 会 と い う 。 〕 

 （ 協 議 会 を 設 け る 市 （ 町 村 ） ） 

第 三 条 協 議 会 は 、 左 に 掲 げ る 市 （ 町 村 ） （ 以 下 「 関 係 市 （ 町 村 ） 」 と い う 。 ） が 、 こ れ を 設 け

る 。 

一 甲 市 （ 町 村 ） 

二 乙 市 （ 町 村 ） 

三 丙 市 （ 町 村 ） 

〔 第 三 条 協 議 会 は 、 甲 市 （ 町 村 ） 、 乙 市 （ 町 村 ） 及 び 丙 市 （ 町 村 ） （ 以 下 「 関 係 市 （ 町 村 ） 」

と い う 。 ） が 、 こ れ を 設 け る 。 〕 

 （ 協 議 会 の 担 任 す る 事 務 ） 

第 四 条 協 議 会 は 、 次 に 掲 げ る 事 務 を 管 理 し 及 び 執 行 す る 。 （ 次 に 掲 げ る 事 務 の 管 理 及 び 執 行

に つ い て 連 絡 調 整 を 図 る 。 第 三 条 に 掲 げ る 市 （ 町 村 ） に か か る 広 域 に わ た る 総 合 的 な 計 画

を 共 同 し て 作 成 す る 。 ） 

一 何 々 に 関 す る 事 務 

二 何 々 に 関 す る 事 務 

 （ 協 議 会 の 事 務 所 ） 

第 五 条 協 議 会 の 事 務 所 は 、 何 県 何 市 （ 町 村 ） 何 町 何 番 地 何 々 市 役 所 （ 町 村 役 場 ） 内 に 置 く 。 

   第 二 章 協 議 会 の 組 織 

 （ 組 織 ） 

第 六 条 協 議 会 は 、 会 長 及 び 委 員 何 人 を も っ て こ れ を 組 織 す る 。 

 （ 会 長 ） 

第 七 条 会 長 は 、 関 係 市 （ 町 村 ） 長 （ 何 々 委 員 会 ） （ 何 々 委 員 ） が 、 そ の 協 議 に よ り 、 関 係 市

（ 町 村 ） 長 （ 何 々 委 員 会 ） （ 何 々 委 員 ） の 補 助 機 関 た る 職 員 の う ち か ら 、 こ れ を 選 任 す る 。 

〔 会 長 は 、 関 係 市 （ 町 村 ） 長 （ 何 々 委 員 会 ） （ 何 々 委 員 ） が 協 議 し て 定 め た 市 （ 町 村 ） 長

（ 何 々 委 員 会 の 委 員 長 ） （ 何 々 委 員 中 何 々 の 委 員 ） を も つ て 、 こ れ に 充 て る 。 〕 

２ 会 長 の 任 期 は 何 年 と す る 。 
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３ 会 長 は 、 常 勤 （ 非 常 勤 ） と す る 。 
４ 関 係 市 （ 町 村 ） 長 （ 何 々 委 員 会 ） （ 何 々 委 員 ） は 、 会 長 が 心 身 の 故 障 の た め 、 職 務 の 遂 行

に 堪 え な い と 認 め る と き 、 又 は 会 長 に 職 務 上 の 義 務 違 反 そ の 他 会 長 た る に 適 し な い 非 行 が

あ る と 認 め る と き は 、 そ の 協 議 に よ り 、 任 期 中 に お い て も こ れ を 解 任 す る こ と が で き る 。 

 （ 委 員 ） 

第 八 条 委 員 は 、 関 係 市 （ 町 村 ） 長 （ 何 々 委 員 会 ） （ 何 々 委 員 ） が 、 そ の 協 議 に よ り 、 関 係 市

（ 町 村 ） の 長 （ 何 々 委 員 会 ） （ 何 々 委 員 ） の 補 助 機 関 た る 職 員 の う ち か ら 、 こ れ を 選 任 す る 。 

〔 委 員 は 、 各 関 係 市 （ 町 村 ） 長 （ 何 々 委 員 会 ） （ 何 々 委 員 ） が 、 そ れ ぞ れ そ の 補 助 機 関 た

る 職 員 の う ち か ら 、 こ れ を 選 任 す る 。 〕 

〔 委 員 は 、 各 関 係 市 （ 町 村 ） 長 （ 何 々 委 員 会 の 委 員 長 ） （ 何 々 委 員 中 何 々 の 委 員 ） を も つ

て 、 こ れ に 充 て る 。 〕 

２ 委 員 の 任 期 は 、 何 年 と す る 。 但 し 、 補 欠 委 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任 期 間 と す る 。 

３ 委 員 は 、 常 勤 （ 非 常 勤 ） と す る 。 （ 委 員 中 何 々 の 委 員 は 常 勤 と し 、 何 々 の 委 員 は 非 常 勤 と

す る 。 ） 

４ 前 条 第 四 項 の 規 定 は 、 委 員 に こ れ を 準 用 す る 。 こ の 場 合 に お い て は 、 予 め 、 会 長 の 同 意

を 得 な け れ ば な ら な い 。 

 （ 会 長 の 職 務 代 理 ） 

第 九 条 会 長 に 事 故 が あ る と き 又 は 会 長 が 欠 け た と き は 、 会 長 が 予 め 指 定 し た 委 員 が 会 長 の

職 務 を 代 理 す る 。 

 （ 職 員 ） 

第 十 条 協 議 会 の 担 任 す る 事 務 に 従 事 す る 職 員 （ 以 下 「 職 員 」 と い う 。 ） の 定 数 及 び 当 該 定 数

の 各 関 係 市 （ 町 村 ） 別 の 配 分 に つ い て は 、 関 係 市 （ 町 村 ） 長 （ 何 々 委 員 会 ） （ 何 々 委 員 ） が

協 議 に よ り 、 こ れ を 定 め る 。 

２ 各 関 係 市 （ 町 村 ） 長 （ 何 々 委 員 会 ） （ 何 々 委 員 ） は 、 前 項 の 規 定 に よ り 配 分 さ れ た 定 数 の

職 員 を 、 そ れ ぞ れ 当 該 市 （ 町 村 ） の 何 々 の 職 員 の う ち か ら 、 選 任 す る も の と す る 。 

〔 ２ 会 長 は 、 関 係 市 （ 町 村 ） の 何 々 の 職 員 の う ち か ら 、 当 該 市 （ 町 村 ） 長 （ 何 々 委 員 会 ）

（ 何 々 委 員 ） の 同 意 を 得 て 、 前 項 の 職 員 を 選 任 す る も の と す る 。 〕 

３ 会 長 は 、 職 員 が 心 身 の 故 障 の た め 職 務 の 遂 行 に 堪 え な い と 認 め る と き 、 又 は 職 員 に 職 務

上 の 義 務 違 反 そ の 他 職 員 た る に 適 し な い 非 行 が あ る と 認 め る と き は 、 そ の 解 任 を 求 め る こ

と が で き る 。 （ こ れ を 解 任 す る こ と が で き る 。 ） 

 （ 職 員 の 職 務 ） 

〔 第 十 一 条 会 長 は 、 職 員 の う ち か ら 主 任 の 者 （ 以 下 「 事 務 長 」 と い う 。 ） を 定 め な け れ ば な

ら な い 。 

２ 事 務 長 は 、 会 長 の 命 を 受 け 協 議 会 の 事 務 を 掌 理 す る 。 

３ 事 務 長 以 外 の 職 員 は 、 上 司 の 指 揮 を 受 け 協 議 会 の 事 務 に 従 事 す る 。 〕 

 （ 事 務 処 理 の た め の 組 織 ） 

第 十 二 条 会 長 は 、 協 議 会 の 会 議 を 経 て 、 協 議 会 の 事 務 を 処 理 す る た め に 必 要 な 組 織 を 設 け

る こ と が で き る 。 

   第 三 章 協 議 会 の 会 議 

 （ 協 議 会 の 会 議 ） 

第 十 三 条 協 議 会 の 会 議 は 、 協 議 会 の 事 務 の 管 理 及 び 執 行 に 関 す る 基 本 的 な 事 項 を 決 定 す る 。 

 （ 会 議 の 招 集 ） 
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第 十 四 条 協 議 会 の 会 議 は 、 会 長 が こ れ を 招 集 す る 。 
２ 委 員 何 人 以 上 の 者 か ら 会 議 の 招 集 の 請 求 が あ る と き は 、 会 長 は こ れ を 招 集 し な け れ ば な

ら な い 。 

３ 会 議 開 催 の 場 所 及 び 日 時 は 、 会 議 に 付 議 す べ き 事 件 と と も に 、 会 長 が 予 め こ れ を 委 員 （ 及

び 関 係 市 （ 町 村 ） 長 ） に 通 知 し な け れ ば な ら な い 。 

 （ 会 議 の 運 営 ） 

第 十 五 条 協 議 会 の 会 議 は 、 在 任 委 員 の 半 数 以 上 が 出 席 し な け れ ば 、 こ れ を 開 く こ と が で き

な い 。 

２ 会 長 は 、 協 議 会 の 会 議 の 議 長 と な る 。 

３ 協 議 会 の 会 議 の 議 事 そ の 他 会 議 の 運 営 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 協 議 会 の 会 議 で 定 め る 。 

 （ 幹 事 会 ） 

第 十 六 条 協 議 会 の 事 務 の 管 理 及 び 執 行 に 関 す る 基 本 的 な 事 項 以 外 の 事 項 で 協 議 会 の 会 議 で

定 め る も の を 処 理 す る た め 、 協 議 会 に 幹 事 会 を 置 く 。 

２ 幹 事 会 は 、 会 長 及 び 委 員 の 互 選 に よ り 定 め た 者 何 人 を も つ て こ れ を 組 織 す る 。 

〔 ２ 幹 事 会 は 、 会 長 及 び 常 勤 の 委 員 を も つ て こ れ を 組 織 す る 。 〕 

３ 幹 事 会 の 議 事 そ の 他 幹 事 会 の 運 営 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 会 長 が 定 め る 。 

   第 四 章 協 議 会 の 担 任 す る 事 務 の 管 理 及 び 執 行 

 （ 各 関 係 市 （ 町 村 ） （ 各 関 係 市 （ 町 村 ） 長 （ 何 々 委 員 会 ） （ 何 々 委 員 ） ） の 名 に お い て す る 事

務 の 管 理 及 び 執 行 ） 

第 十 七 条 協 議 会 が そ の 担 任 す る 事 務 を 各 関 係 市 （ 町 村 ） （ 各 関 係 市 （ 町 村 ） 長 （ 何 々 委 員 会 ）

（ 何 々 委 員 ） ） の 名 に お い て 管 理 し 及 び 執 行 す る 場 合 に お い て は 、 関 係 市 （ 町 村 ） の 協 議 に

よ り 、 協 議 会 は 、 一 の 市 （ 町 村 ） の 当 該 事 務 に 関 す る 条 例 、 規 則 そ の 他 の 規 程 （ 以 下 本 条

中 「 条 例 、 規 則 等 」 と い う 。 ） を 各 関 係 市 （ 町 村 ） の 当 該 事 務 に 関 す る 条 例 、 規 則 等 と み な

し て 、 当 該 事 務 を そ の 定 め る と こ ろ に よ り 管 理 し 及 び 執 行 す る こ と が で き る 。 

２ 前 項 の 一 の 市 （ 町 村 ） 以 外 の 関 係 市 （ 町 村 ） 長 は 、 同 項 の 協 議 が 整 つ た と き は 、 直 ち に

そ の 旨 を 公 表 し な け れ ば な ら な い 。 こ の 場 合 、 当 該 条 例 、 規 則 等 に つ い て 公 表 を 要 す る も

の が あ る と き は 、 併 せ て こ れ を 公 表 す る も の と す る 。 

３ 第 一 項 の 条 例 、 規 則 等 を 改 廃 し よ う と す る 場 合 に お い て は 、 予 め 当 該 市 （ 町 村 ） は 、 関

係 市 （ 町 村 ） に 協 議 し な け れ ば な ら な い 。 

４ 第 一 項 の 条 例 、 規 則 等 が 改 廃 さ れ た 場 合 に お い て は 、 当 該 市 （ 町 村 ） 長 は 、 そ の 旨 を 関

係 市 （ 町 村 ） の 長 及 び 協 議 会 の 会 長 に 通 知 す る も の と し 、 関 係 市 （ 町 村 ） 長 は 、 当 該 条 例 、

規 則 等 に つ い て 公 表 を 要 す る も の が あ る と き は 、 直 ち に こ れ を 公 表 す る も の と す る 。 

〔 第 十 七 条 協 議 会 が 、 そ の 担 任 す る 事 務 を 各 関 係 市 （ 町 村 ） （ 各 関 係 市 （ 町 村 ） の 長 （ 何 々

委 員 会 ） （ 何 々 委 員 ） ） の 名 に お い て 管 理 し 及 び 執 行 す る 場 合 に お い て は 、 協 議 会 は 、 当 該

事 務 を 各 関 係 市 （ 町 村 ） の 当 該 事 務 に 関 す る 条 例 、 規 則 そ の 他 規 程 の 定 め る と こ ろ に よ り

管 理 し 及 び 執 行 す る も の と す る 。 

２ 前 項 の 条 例 、 規 則 そ の 他 規 程 を 改 廃 し よ う と す る 場 合 及 び 改 廃 し た 場 合 に お い て は 、 当

該 市 （ 町 村 ） 長 （ 何 々 委 員 会 ） （ 何 々 委 員 ） は 、 そ の 旨 を 協 議 会 の 会 長 に 通 知 し な け れ ば な

ら な い 。 〕 

   第 五 章 協 議 会 の 財 務 

 （ 経 費 の 支 弁 の 方 法 ） 

第 十 八 条 協 議 会 の 事 務 の 管 理 及 び 執 行 に 要 す る 費 用 は 、 各 関 係 市 （ 町 村 ） が 負 担 す る 。 
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２ 前 項 の 規 定 に よ り 各 関 係 市 （ 町 村 ） が 負 担 す べ き 額 は 、 各 関 係 市 （ 町 村 ） 長 が 遅 く と も

年 度 開 始 前 何 日 ま で に そ の 協 議 に よ り 決 定 し な け れ ば な ら な い 。 こ の 場 合 に お い て は 、 各

関 係 市 （ 町 村 ） 長 は 、 予 め 協 議 会 に 、 協 議 会 が 要 す る 経 費 の 見 積 に 関 す る 書 類 （ 事 業 計 画

案 そ の 他 財 政 計 画 の 参 考 と な る べ き 書 類 を 含 む 。 ） を 求 め る も の と す る 。 

３ 各 関 係 市 （ 町 村 ） は 、 前 項 の 規 定 に よ る 負 担 金 を 、 年 度 開 始 後 直 ち に （ 毎 四 半 期 の 始 十

日 以 内 に ） 協 議 会 に 交 付 し な け れ ば な ら な い 。 

〔 ３ 前 項 の 規 定 に よ り 各 関 係 市 （ 町 村 ） が 負 担 す べ き 額 の う ち 、 協 議 会 に 交 付 す べ き も の

に つ い て は 、 各 関 係 市 （ 町 村 ） は 、 こ れ を 年 度 開 始 後 直 ち に （ 毎 四 半 期 の 始 十 日 以 内 に ）

協 議 会 に 交 付 し な け れ ば な ら な い 。 〕 

 （ 歳 入 歳 出 予 算 ） 

第 十 九 条 協 議 会 の 歳 入 歳 出 予 算 は 、 前 条 第 三 項 の 規 定 に よ り 交 付 さ れ る 負 担 金 及 び 繰 越 金

そ の 他 の 収 入 を そ の 歳 入 と し 、 協 議 会 の 事 務 の 管 理 及 び 執 行 に 要 す る す べ て の 経 費 を そ の

歳 出 と す る も の と す る 。 

〔 第 十 九 条 協 議 会 の 歳 入 歳 出 予 算 は 、 前 条 第 三 項 の 規 定 に よ り 交 付 さ れ る 負 担 金 及 び 繰 越

金 そ の 他 の 収 入 を そ の 歳 入 と し 、 協 議 会 の 事 務 の 管 理 及 び 執 行 に 要 す る 費 用 の う ち 次 に 掲

げ る も の を そ の 歳 出 と す る も の と す る 。 

一 旅 費 

二 需 用 費 

三 役 務 費 

四 何 々 

２ 前 項 の 規 定 に よ り 協 議 会 の 歳 入 歳 出 予 算 に 計 上 す る も の を 除 く 外 、 協 議 会 の 事 務 の 管 理

及 び 執 行 に 要 す る 費 用 は 、 各 関 係 市 （ 町 村 ） の 歳 入 歳 出 予 算 に 計 上 し 、 会 長 が 各 関 係 市 （ 町

村 ） 長 の 支 出 命 令 権 の 委 任 を 受 け て 当 該 歳 入 歳 出 予 算 を 執 行 す る も の と す る 。 〕 

 （ 歳 入 歳 出 予 算 の 調 製 等 ） 

第 二 十 条 協 議 会 の 会 長 は 、 毎 会 計 年 度 歳 入 歳 出 予 算 を 調 製 し 、 年 度 開 始 前 に 協 議 会 の 会 議

を 経 な け れ ば な ら な い 。 

２ 協 議 会 の 会 計 年 度 は 、 地 方 公 共 団 体 の 会 計 年 度 に よ る 。 

３ 第 一 項 の 規 定 に よ り 歳 入 歳 出 予 算 が 協 議 会 の 会 議 を 経 た と き は 、 会 長 は 、 当 該 歳 入 歳 出

予 算 の 写 し を す み や か に 各 関 係 市 （ 町 村 ） に 送 付 し な け れ ば な ら な い 。 こ の 場 合 に お い て

は 、 会 長 は 、 当 該 歳 入 歳 出 予 算 の 実 施 計 画 、 当 該 年 度 の 事 業 計 画 そ の 他 財 政 計 画 の 参 考 と

な る べ き 事 項 に 関 す る 書 類 を こ れ に 添 え な け れ ば な ら な い 。 

 （ 予 算 の 補 正 ） 

第 二 十 一 条 関 係 市 （ 町 村 ） 長 は 、 協 議 会 に 係 る 既 定 予 算 の 補 正 更 正 を 必 要 と 認 め る 場 合 に

お い て は 、 そ の 協 議 に よ り 当 該 既 定 予 算 の 補 正 更 正 す べ き 額 を 決 定 す る 。 

２ 協 議 会 は 、 協 議 会 に 係 る 既 定 予 算 の 補 正 を 必 要 と 認 め る と き は 、 そ の 旨 を 関 係 市 （ 町 村 ）

長 に 申 し 出 る も の と す る 。 

３ 前 項 の 申 出 が あ つ た と き は 、 関 係 市 （ 町 村 ） 長 は 、 直 ち に 第 一 項 の 協 議 を し な け れ ば な

ら な い 。 

４ 第 一 項 の 規 定 に よ り 関 係 市 （ 町 村 ） 長 が 協 議 会 に 係 る 既 定 予 算 の 補 正 す べ き 額 を 決 定 し

た と き は 、 前 三 条 の 規 定 の 例 に よ り 、 こ れ を 行 う も の と す る 。 こ の 場 合 に お い て は 、 第 十

八 条 第 二 項 中 「 前 項 の 規 定 に よ り 」 と あ る の は 「 協 議 会 に 係 る 既 定 予 算 の 補 正 の た め 」 、 「 遅

く と も 年 度 開 始 前 何 日 ま で に 」 と あ る の は 「 す み や か に 」 、 同 条 第 三 項 中 「 年 度 開 始 後 直 ち
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に （ 毎 四 半 期 の 始 十 日 以 内 に ） 」 と あ る の は 「 直 ち に 」 、 第 二 十 条 第 一 項 中 「 毎 会 計 年 度 歳

入 歳 出 予 算 を 調 製 し 、 年 度 開 始 前 に 」 と あ る の は 「 補 正 予 算 を 調 製 し 、 す み や か に 」 と 読

み 替 え る も の と す る 。 

 （ 出 納 及 び 現 金 の 保 管 ） 

第 二 十 二 条 協 議 会 の 出 納 は 、 会 長 が 行 う 。 

２ 協 議 会 に 属 す る 現 金 は 、 会 長 が 協 議 会 の 会 議 を 経 て 定 め る 銀 行 そ の 他 の 金 融 機 関 に 、 こ

れ を 預 け 入 れ な け れ ば な ら な い 。 

 （ 協 議 会 出 納 員 ） 

第 二 十 三 条 会 長 は 、 職 員 の う ち か ら 協 議 会 出 納 員 を 命 ず る こ と が で き る 。 

２ 協 議 会 出 納 員 は 、 会 長 の 命 を 受 け て 協 議 会 の 出 納 そ の 他 の 会 計 事 務 を 掌 る 。 

３ 会 長 は 、 そ の 事 務 の 一 部 を 協 議 会 出 納 員 に 委 任 す る こ と が で き る 。 

 （ 決 算 等 ） 

第 二 十 四 条 会 長 は 、 毎 会 計 年 度 終 了 後 二 月 以 内 に 協 議 会 の 決 算 を 作 成 し 、 協 議 会 の 会 議 の

認 定 を 経 な け れ ば な ら な い 。 

２ 前 項 の 規 定 に よ り 決 算 が 協 議 会 の 会 議 の 認 定 を 経 た と き は 、 会 長 は 、 当 該 決 算 の 写 し を

す み や か に 各 関 係 市 （ 町 村 ） 長 に 送 付 し な け れ ば な ら な い 。 こ の 場 合 に お い て は 、 会 長 は 、

証 書 類 の 写 し 、 当 該 年 度 の 事 業 報 告 書 そ の 他 必 要 な 書 類 を こ れ に 添 え な け れ ば な ら な い 。 

 （ 財 産 の 取 得 、 管 理 及 び 処 分 又 は 公 の 施 設 の 設 置 、 管 理 及 び 廃 止 の 方 法 ） 

第 二 十 五 条 協 議 会 の 担 任 す る 事 務 の 用 に 供 す る 財 産 又 は 公 の 施 設 に 関 し て は 、 会 長 の 意 見

を 聴 き 、 各 関 係 市 （ 町 村 ） が 協 議 し て そ れ ぞ れ 取 得 し 若 し く は 処 分 し 、 又 は 設 置 し 若 し く

は 処 分 す る も の と し 、 当 該 財 産 又 は 公 の 施 設 の 管 理 は 、 協 議 会 が こ れ を 行 う 。 

２ 協 議 会 は 、 前 項 の 財 産 又 は 公 の 施 設 を 管 理 す る 場 合 に お い て は 、 各 関 係 市 （ 町 村 ） が 協

議 し て 定 め る 市 （ 町 村 ） の 当 該 管 理 に 関 す る 条 例 、 規 則 そ の 他 の 規 程 を 各 関 係 市 （ 町 村 ）

の 当 該 管 理 に 関 す る 条 例 、 規 則 そ の 他 の 規 程 と み な し て 、 当 該 管 理 を 、 そ の 定 め る と こ ろ

に よ り 行 う も の と す る 。 こ の 場 合 に お い て は 、 第 十 七 条 第 二 項 か ら 第 四 項 ま で の 規 定 を 準

用 す る 。 

〔 ２ 協 議 会 は 、 前 項 の 財 産 又 は 公 の 施 設 を 管 理 す る 場 合 に お い て は 、 当 該 管 理 を 各 関 係 市

（ 町 村 ） の 当 該 管 理 に 関 す る 条 例 、 規 則 そ の 他 の 規 程 の 定 め る と こ ろ に よ り 行 う も の と す

る 。 こ の 場 合 に お い て は 、 第 十 七 条 第 二 項 の 規 定 を 準 用 す る 。 〕 

３ 協 議 会 の 予 算 の 執 行 に 伴 う 財 産 の 取 得 及 び 処 分 並 び に こ れ ら の 管 理 に 関 し て は 、 前 二 項

の 規 定 に か か わ ら ず 、 関 係 市 （ 町 村 ） 長 が 協 議 し て 定 め る も の を 除 い て は 、 協 議 会 が 定 め

る と こ ろ に よ り こ れ を 行 う も の と す る 。 

 （ 契 約 ） 

第 二 十 六 条 協 議 会 の 予 算 の 執 行 に 伴 う 契 約 で 協 議 会 の 規 程 で 定 め る も の に つ い て は 、 会 長

は 、 協 議 会 の 会 議 を 経 な け れ ば 、 こ れ を 締 結 す る こ と が で き な い 。 

 （ そ の 他 の 財 務 に 関 す る 事 項 ） 

第 二 十 七 条 こ の 規 約 に 特 別 の 定 が あ る も の を 除 く 外 、 協 議 会 の 財 務 に 関 し て は 、 地 方 自 治

法 に 定 め る 普 通 地 方 公 共 団 体 の 財 務 に 関 す る 手 続 の 例 に よ る 。 

   第 六 章 補 則 

 （ 事 務 処 理 の 状 況 の 報 告 等 ） 

第 二 十 八 条 協 議 会 は 、 毎 会 計 年 度 少 な く と も 二 回 以 上 、 協 議 会 の 管 理 し 及 び 執 行 し た 事 務

の 処 理 の 状 況 を 記 載 し た 書 類 を 各 関 係 市 （ 町 村 ） 長 （ 何 々 委 員 会 ） （ 何 々 委 員 ） に 提 出 す る
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も の と す る 。 
２ 各 関 係 市 （ 町 村 ） 長 （ 何 々 委 員 会 ） （ 何 々 委 員 ） が 協 議 し て 定 め る 市 （ 町 村 ） の 監 査 委 員

は 、 毎 月 例 日 を 定 め 、 協 議 会 の 出 納 を 検 査 す る こ と が で き る 。 こ の 場 合 に お い て は 、 監 査

委 員 は 、 監 査 の 結 果 に 関 す る 報 告 を 他 の 市 （ 町 村 ） 長 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。 

 （ 各 関 係 市 （ 町 村 ） 長 （ 何 々 委 員 会 ） （ 何 々 委 員 ） の 監 視 権 ） 

第 二 十 九 条 各 関 係 市 （ 町 村 ） 長 （ 何 々 委 員 会 ） （ 何 々 委 員 ） は 、 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、

協 議 会 の 管 理 し 及 び 執 行 し た 事 務 に つ い て 報 告 を さ せ 又 は 実 施 に つ い て 事 務 を 視 察 し 若 し

く は 出 納 を 検 閲 す る こ と が で き る 。 

 （ 費 用 弁 償 等 ） 

第 三 十 条 会 長 、 委 員 及 び 職 員 は 、 そ の 職 務 を 行 う た め に 要 す る 費 用 の 弁 償 等 を 受 け る こ と

が で き る 。 

２ 前 項 の 費 用 弁 償 等 の 額 及 び 支 給 方 法 は 、 規 程 で こ れ を 定 め る 。 

 （ 協 議 会 解 散 の 場 合 の 措 置 ） 

第 三 十 一 条 協 議 会 が 解 散 し た 場 合 に お い て は 、 各 関 係 市 （ 町 村 ） が そ の 協 議 に よ り そ の 事

務 を 継 承 す る 。 こ の 場 合 に お い て は 、 協 議 会 の 収 支 は 、 解 散 の 日 を も つ て 打 切 り 、 会 長 で

あ つ た 者 が こ れ を 決 算 す る 。 

２ 前 項 の 規 定 に よ る 決 算 は 、 事 務 を 承 継 し た 各 関 係 市 （ 町 村 ） 長 に お い て こ れ を 監 査 委 員

の 審 査 に 付 し 、 そ の 意 見 を 附 け て 議 会 の 認 定 に 付 さ な け れ ば な ら な い 。 

 （ 協 議 会 の 規 程 ） 

第 三 十 二 条 協 議 会 は 、 そ の 会 議 を 経 て こ の 規 約 に 定 め る も の を 除 く 外 、 協 議 会 の 担 任 す る

事 務 の 管 理 及 び 執 行 そ の 他 協 議 会 に 関 し て 必 要 な 規 程 を 設 け る こ と が で き る 。 

２ 前 項 の 規 程 の う ち 公 表 を 要 す る も の が あ る と き は 、 会 長 は 直 ち に 各 関 係 市 （ 町 村 ） 長 （ 何 々

委 員 会 ） （ 何 々 委 員 ） に 当 該 規 程 を 送 付 し 、 こ れ を 公 表 す る こ と を 求 め る こ と が で き る 。 

   附 則 

１ こ の 規 約 は 、 平 成 何 年 何 月 何 日 か ら 施 行 す る 。 

２ 協 議 会 が 設 け ら れ た 年 度 の 予 算 に 関 し て は 、 第 十 八 条 第 二 項 中 「 遅 く と も 年 度 開 始 前 何

日 ま で に 」 と あ る の は 「 す み や か に 」 、 同 条 第 三 項 中 「 年 度 開 始 後 直 ち に （ 毎 四 半 期 の 始 十

日 以 内 に ） 」 と あ る の は 「 直 ち に 」 、 第 二 十 条 第 一 項 中 「 年 度 開 始 前 に 」 と あ る の は 「 す み

や か に 」 と 読 み 替 え る も の と す る 。 
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